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古
典
の
研
究
で
尤
大
切
な
も
の
は
、
或
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
書
籍
目
録
で
あ
る
。
學
者
が
千
歳
の
後
に
生
れ

て
、
古
書
の
佚
存
を
知
り
、
或
程
度
ま
で
學
術
の
源
委
と
、
時
代
の
學
風
と
を
窺
ふ
こ
と
の
出
來
る
の
は
、
目

録
に
負
ふ
所
が
多
い
。
殊
に
支
那
の
如
き
秦
皇
の
焚
書
に
よ
つ
て
經
籍
殘
缺
し
た
と
云
ふ
事
實
が
あ
り
、
そ
れ

か
ら
後
世
に
至
る
ま
で
書
籍
の
散
佚
が
多
い
と
同
時
に
古
書
の
僞
作
も
亦
盛
ん
に
行
は
る
ゝ
所
に
は
、
本
文
研

究
の
上
に
於
て
、
極
め
て
緊
要
な
も
の
で
あ
る
。
是
れ
西
漢
の
世
、
已
に
劉
向
父
子
な
ど
の
目
録
學
に
從
事
し

た
所
以
で
あ
つ
て
清
儒
王
鳴
盛
が
目
録
の
學
。
學
中
第
一
緊
要
事
。
必
從
此
問
塗
。
方
能
得
其
門
而
入
。
と
云

ひ
（
十
七
史
商
榷
卷
一
）
又
我
國
に
て
松
崎
慊
堂
が
門
人
に
先
づ
漢
書
藝
文
志
を
讀
ま
せ
た
と
云
ふ
も
同
じ
事

で
あ
る
（
史
學
雜
誌
三
十
九
卷
、
先
師
島
田
博
士
の
『
史
學
と
目
録
學
と
の
關
係
』
と
題
す
る
論
文
を
見
よ
。

）
。

　
さ
て
前
に
述
る
如
く
、
支
那
で
は
劉
向
の
別
録
其
子
歆
の
七
略
を
始
め
と
し
、
晉
旬
勗
の
中
經
新
簿
、
宋
王

儉
の
四
部
書
目
録
、
及
び
七
志
、
梁
阮
孝
緒
の
七
録
、
其
他
魏
晉
か
ら
隋
ま
で
に
出
來
た
目
録
書
と
云
ふ
も
の

は
實
に
夥
い
、
さ
う
し
て
多
く
は
當
時
學
者
の
手
に
成
つ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
純
粹
な
書
目
で
あ
る
が
、

其
外
正
史
の
内
に
、
藝
文
志
若
し
く
は
經
籍
志
の
名
前
で
、
其
時
代
に
現
存
し
た
經
籍
を
著
録
し
て
居
る
。
即

ち
前
に
擧
げ
た
七
略
を
本
と
し
て
作
つ
た
漢
書
藝
文
志
、
そ
れ
か
ら
隋
書
經
籍
志
、
舊
唐
書
經
籍
志
、
新
唐
書

藝
文
志
と
云
ふ
順
序
に
な
つ
て
來
る
。
晉
の
袁
山
松
が
著
し
た
後
漢
書
に
も
藝
文
志
が
あ
つ
た
ら
し
い
が
（
廣

弘
明
集
に
收
む
る
阮
孝
緒
七
録
序
に
見
ゆ
。
）
、
け
れ
ど
も
今
は
傳
ら
ぬ
。
又
劉
向
父
子
及
び
荀
、
王
、
阮
の
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書
も
傳
ら
ぬ
か
ら
、
最
古
い
目
録
書
と
し
て
は
矢
張
漢
志
以
下
の
四
種
よ
り
外
に
な
い
。
然
る
に
こ
ゝ
に
邦
人

が
編
纂
し
た
支
那
書
の
目
録
が
あ
る
。
即
ち
日
本
國
見
在
書
目
録
で
あ
つ
て
、
編
纂
の
時
代
は
支
那
で
唐
昭
宗

の
時
代
に
當
る
か
ら
、
順
序
よ
り
云
つ
た
ら
隋
書
經
籍
志
と
舊
唐
書
經
籍
志
と
の
間
に
入
る
べ
き
で
あ
る
。
さ

う
し
て
此
書
に
著
録
さ
れ
て
居
る
書
籍
が
二
志
に
な
い
こ
と
も
あ
り
、
或
る
點
よ
り
云
ふ
時
は
、
隨
分
其
足
ら

ざ
る
所
を
補
ふ
こ
と
が
出
來
る
し
、
又
こ
れ
に
よ
つ
て
我
國
に
支
那
か
ら
如
何
な
る
書
が
傳
つ
て
居
た
か
、
我

國
の
學
風
が
、
本
家
た
る
支
那
の
學
風
と
全
く
同
じ
か
つ
た
か
否
と
云
ふ
樣
な
問
題
を
解
決
す
る
に
も
少
な
か

ら
ざ
る
便
宜
を
與
ふ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
書
の
作
者
は
、
誰
も
知
る
如
く
、
藤
原
佐
世
と
云
ふ
人
で
あ
る
。
其
事
蹟
は
大
日
本
史
文
學
傳
に
も
出

て
居
る
が
、
式
部
卿
宇
合
の
裔
で
、
父
を
民
部
大
輔
菅
雄
と
云
つ
た
。
佐
世
は
初
攝
政
基
經
の
家
司
で
あ
つ
た

が
、
貞
觀
中
對
策
及
第
し
て
、
文
章
得
業
生
に
擧
げ
ら
れ
、
越
前
大
掾
に
補
せ
ら
れ
、
累
進
し
て
寛
平
三
年
に

は
陸
奧
守
と
な
り
、
從
四
位
下
右
大
辨
に
至
り
、
昌
泰
元
年
に
亡
く
な
つ
て
居
る
。
佐
世
は
基
經
と
の
關
係
に

つ
い
て
言
ふ
べ
き
こ
と
も
あ
る
が
、
茲
で
は
唯
博
洽
の
學
者
と
し
て
置
く
。
さ
て
此
書
の
編
纂
は
何
時
で
あ
る

か
と
云
ふ
に
、
頭
銜
に
正
五
位
下
行
陸
奧
守
兼
上
野
權
介
と
あ
る
か
ら
、
前
に
擧
げ
た
官
歴
か
ら
推
す
と
、
此

書
の
寛
平
三
年
以
後
に
成
つ
た
事
が
分
る
。
つ
ま
り
支
那
で
は
唐
昭
宗
の
時
代
に
當
る
の
で
あ
る
。
又
こ
の
書

が
何
故
に
編
纂
さ
れ
た
る
か
は
、
安
井
息
軒
な
ど
も
云
つ
て
居
ら
れ
る
通
り
、
全
く
冷
泉
院
の
火
災
に
本
づ
い

た
の
で
あ
る
（
本
書
の
末
に
跋
文
あ
り
又
息
軒
遺
稿
卷
三
に
收
む
。
）
。
そ
れ
は
貞
觀
十
七
年
正
月
廿
八
日
の

出
來
事
で
、
祕
閣
の
圖
籍
文
書
多
く
煨
燼
と
な
つ
た
。
三
代
實
録
に
此
事
を
記
し
て
、
廿
八
日
壬
子
。
夜
。
冷
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然
院
火
。
延
燒
舍
五
十
四
宇
。
祕
閣
收
藏
圖
籍
文
書
爲
灰
燼
。
自
餘
財
寶
無
有
孑
遺
。
唯
御
願
書
寫
一
切
經
。

因
縁
衆
救
。
僅
得
全
存
。
と
あ
る
。
又
翌
日
の
條
に
も
火
猶
滅
え
ざ
る
を
以
て
人
を
募
つ
て
消
防
さ
せ
た
事
や
、

こ
れ
を
指
揮
し
た
も
の
が
猛
火
に
繞
ま
れ
て
燒
死
ん
だ
事
な
ど
を
記
載
し
て
あ
る
（
三
代
實
録
卷
二
十
七
）
。

ま
た
同
書
に
よ
る
と
、
こ
の
火
災
の
爲
め
遠
慮
し
て
祭
祀
を
停
止
せ
ら
れ
た
事
も
載
つ
て
居
る
。
兎
も
角
非
常

の
大
火
で
、
金
匱
石
室
の
藏
が
一
朝
烏
有
に
歸
し
た
の
は
誠
に
殘
念
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
朝
廷
で
も
再
か
ゝ
る
火
災
が
あ
つ
て
は
な
ら
ぬ
と
云
ふ
の
で
、
こ
の
事
件
後
に
於
て
、
本
朝
に
現
存

す
る
書
籍
目
録
の
編
纂
に
心
懸
け
玉
ひ
、
態
々
陸
奧
に
居
る
佐
世
に
勅
命
が
下
つ
た
譯
で
、
其
出
來
た
の
は
冷

泉
院
の
火
よ
り
十
七
年
以
後
の
事
で
あ
る
。
當
時
朝
廷
に
人
も
あ
つ
た
ら
う
に
、
遠
國
に
居
る
佐
世
に
命
ぜ
ら

れ
た
の
は
、
目
録
の
事
た
る
十
分
學
問
の
力
が
あ
り
、
書
籍
の
性
質
か
ら
、
學
派
の
源
委
異
同
ま
で
飮
込
ん
で

居
る
人
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
、
其
爲
め
に
佐
世
を
煩
は
せ
ら
れ
た
の
も
つ
ま
り
此
方
面
の
學
者
と
し
て
當

時
比
類
な
か
つ
た
事
も
分
る
。

　
佐
世
が
文
學
に
精
通
し
て
居
た
事
は
、
台
記
に
よ
つ
て
見
る
と
其
著
述
に
古﹅
今﹅
集﹅
注﹅
孝﹅
經﹅
七﹅
卷﹅
が
あ
る
。
台

　
記
の
著
者
が
此
書
を
人
か
ら
借
る
に
つ
き
、
佐
世
の
自
筆
本
な
れ
ば
と
て
、
世
の
寶
物
こ
れ
に
加
ん
や
と
云

　
つ
て
居
る
の
で
、
學
者
と
し
て
後
世
ま
で
縉
紳
間
に
尊
重
さ
れ
た
事
が
分
る
（
台
記
康
治
五
年
四
月
十
四
日

　
の
條
）
。

　
さ
て
こ
の
見
在
書
目
録
は
、
昔
は
大
和
國
室
生
寺
に
あ
つ
た
が
、
文
政
年
間
、
狩
谷
掖
齋
の
手
に
入
り
、
塙

忠
寶
が
こ
れ
を
縮
寫
し
て
續
群
書
類
從
の
雜
部
に
入
れ
て
居
る
。
室
生
寺
の
原
本
は
今
帝
國
博
物
館
に
あ
る
そ
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う
だ
か
ら
こ
れ
と
見
合
は
す
る
必
要
は
あ
る
が
、
群
書
類
從
本
で
も
一
通
り
役
に
は
立
つ
。
又
室
生
寺
本
を
其

儘
臨
摹
し
た
も
の
を
見
た
が
字
が
大
層
間
違
つ
て
居
る
。
結
局
始
め
か
ら
讀
み
違
へ
た
も
の
で
あ
つ
て
、
誤
は

原
本
に
も
あ
る
と
思
ふ
の
で
あ
る
。
こ
の
本
に
つ
い
て
は
、
東
京
圖
書
館
に
居
ら
れ
た
中
根
肅
治
氏
の
精
確
な

考
證
が
あ
る
か
ら
（
室
生
寺
本
日
本
現
在
書
目
録
考
）
、
姑
く
こ
れ
に
讓
り
自
分
は
大
體
か
ら
論
述
せ
う
と
思

ふ
。

　
第
一
此
書
を
見
て
先
づ
感
ず
る
の
は
、
こ
の
書
が
隋
書
經
籍
志
に
、
酷
似
し
て
居
る
事
で
、
結
局
佐
世
の
時

代
に
正
史
で
言
は
ゞ
、
隋
書
が
最
新
ら
し
い
か
ら
、
そ
れ
を
眞
似
た
の
で
あ
ら
う
。
即
ち
分
類
名
義
及
び
其
順

序
ま
で
全
然
同
じ
く
、
甚
し
き
に
至
つ
て
は
、
書
名
の
下
に
あ
る
割
註
ま
で
一
字
も
違
は
ぬ
處
が
あ
る
。
其
一

例
を
言
は
ゞ
、
孝
經
家
の
う
ち
に
、
孔
安
國
注
孝
經
一
卷
を
擧
げ
、
割
註
に
『
孔
安
國
注
、
梁
末
亡
逸
、
今
疑

非
古
文
』
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
全
く
隋
志
の
注
と
同
一
で
、
一
字
の
差
異
も
な
い
。
つ
ま
り
隋
志
を
其
儘
寫
し

た
も
の
で
あ
る
。
若
し
強
て
兩
書
の
同
じ
か
ら
ぬ
點
を
云
つ
た
ら
、
隋
志
に
地﹅
理﹅
家﹅
と
あ
る
の
が
、
佐
世
の
方

で
は
土﹅
地﹅
家﹅
と
な
つ
て
居
る
。
地
理
土
地
共
に
同
じ
事
な
れ
ど
、
熟
字
と
し
て
は
地
理
の
方
が
慥
に
雅
馴
に
聞

ゆ
る
。
折
角
隋
志
に
據
る
積
り
な
ら
、
何
故
に
此
丈
を
改
免
た
か
譯
が
分
ら
ぬ
。
要
す
る
に
原
來
が
支
那
の
經

籍
だ
か
ら
、
致
方
な
い
と
し
て
も
、
目
録
編
纂
の
事
ま
で
、
一
に
本
家
の
支
那
を
忠
實
に
眞
似
て
、
其
以
外
に

出
な
か
つ
た
こ
と
が
、
能
く
分
る
の
で
あ
る
。

　
第
二
は
此
書
の
價
値
あ
る
點
で
、
こ
れ
は
前
に
一
寸
述
べ
た
如
く
、
隋
唐
志
に
著
録
さ
れ
な
い
書
が
、
唯
獨

り
此
書
に
載
つ
て
居
て
、
古
典
研
究
の
上
に
非
常
な
利
益
を
與
ふ
る
一
事
で
あ
る
。
早
い
談





が
、
昨
年
燉
煌
で
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發
見
さ
れ
た
、
古
書
の
内
に
、
老
子
西
昇
化
胡
經
と
云
ふ
も
の
が
あ
る
。
殘
闕
し
て
二
卷
丈
し
か
な
く
、
全
部

若
干
卷
だ
か
分
ら
な
い
。
見
る
と
唐
人
の
抄
本
た
る
事
は
慥
で
あ
る
が
、
新
舊
唐
志
に
な
い
。
然
る
に
此
書
で

は
道
家
類
の
内
に
化﹅
胡﹅
經﹅
十﹅
卷﹅
と
あ
る
。
そ
れ
で
唐
時
代
に
此
書
の
あ
つ
た
事
が
分
り
、
新
舊
唐
志
の
挂
漏
を

補
ふ
事
が
出
來
る
。
そ
れ
か
ら
又
唐
に
陸
善
經
と
云
ふ
學
者
が
あ
つ
た
。
誰
も
知
つ
て
居
る
通
り
、
孟
子
に

「
爲
長
者
折
枝
」
と
云
ふ
言
葉
が
あ
る
。
後
漢
の
趙
岐
は
こ
れ
を
解
し
て
「
案
摩
折
手
節
解
罷
枝
」
と
云
つ
て

居
る
。
つ
ま
り
枝
と
云
ふ
は
、
枝
體
の
枝
で
、
卑
賤
な
も
の
が
尊
長
に
對
す
る
務
め
で
あ
つ
て
、
其
身
體
を
な

で
さ
す
り
す
る
こ
と
で
あ
る
。
然
る
に
こ
の
人
が
始
め
て
「
折
枝
折
草
樹
枝
」
と
解
し
た
が
（
其
説
は
孫
奭
の

音
義
に
見
ゆ
）
、
朱
子
は
集
注
に
於
て
其
説
を
用
ゐ
て
居
ら
れ
る
。
又
孟
子
に
「
必
求
龍
斷
而
登
之
」
の
龍
斷

を
「
岡
龍
斷
而
高
者
」
と
解
し
た
が
、
こ
れ
も
亦
朱
子
に
採
用
さ
れ
た
。
こ
の
人
は
一
體
突
飛
な
説
を
立
つ
る

こ
と
が
す
き
で
あ
つ
た
ら
し
く
、
「
子
莫
執
中
」
を
「
子
等
無
執
中
」
と
、
莫
を
打
消
の
意
味
に
解
し
た
事
は
、

音
義
に
引
く
所
で
分
る
が
、
兎
も
角
前
掲
二
解
丈
は
朱
子
が
取
つ
た
か
ら
、
今
は
別
段
非
常
な
奇
説
と
し
て
考

へ
ぬ
樣
に
な
つ
た
。
要
す
る
に
餘
程
學
問
の
出
來
た
人
と
見
え
、
此
目
録
を
檢
べ
る
と
、
孟
子
注
の
外
に
、
著

述
が
中
々
多
い
。
即
ち
周
易
尚
書
詩
三
禮
三
傳
論
語
、
そ
れ
か
ら
諸
子
に
列
子
の
注
が
あ
る
。
從
來
經
學
の
上

で
も
、
か
く
五
經
全
體
に
手
を
入
れ
た
人
は
澤
山
は
な
い
。
然
る
に
こ
れ
等
の
著
述
は
見
在
書
目
に
載
つ
て
ゐ

る
が
、
新
舊
書
に
孟
子
注
七
卷
を
載
す
る
以
外
（
崇
文
總
目
に
も
孟
子
の
注
を
載
す
）
新
舊
唐
志
に
は
全
く
著

録
し
て
居
な
い
し
、
其
人
の
字
號
爵
里
さ
え
分
ら
な
く
な
つ
て
仕
舞
つ
た
、
一
體
唐
の
世
に
は
正
義
と
云
ふ
も

の
が
あ
つ
て
、
士
子
が
擧
業
を
な
す
に
は
、
こ
れ
の
み
を
讀
ん
で
居
れ
ば
宜
敷
い
。
そ
れ
で
此
等
の
書
は
一
般
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に
誰
も
顧
る
も
の
が
な
く
、
何
時
の
間
に
か
散
佚
に
歸
し
た
の
で
あ
ら
う
。
幸
に
こ
の
目
録
が
あ
る
爲
め
、
唐

で
も
當
時
の
官
學
以
外
に
獨
創
の
見
を
有
し
た
少
數
の
學
者
が
居
て
、
趙
匡
啖
助
の
み
其
名
を
擅
に
す
る
譯
に

い
か
ぬ
事
が
分
る
の
は
、
全
く
此
書
の
御
蔭
で
あ
る
。

　
第
三
此
書
に
就
い
て
注
意
す
べ
き
は
唐
の
學
風
と
我
國
の
學
風
が
同
一
で
あ
つ
て
、
書
籍
の
存
佚
も
大
體
に

於
て
相
同
じ
と
云
ふ
事
で
あ
る
。
即
ち
此
書
を
見
る
と
、
唐
で
正
義
を
作
つ
た
漢
魏
注
家
以
外
の
經
書
も
多
く

傳
來
し
て
居
た
。
例
へ
ば
易
尚
書
論
語
に
於
て
鄭
玄
の
注
、
又
左
傳
に
於
て
賈
逵
服
虔
の
注
な
ど
も
あ
る
。
こ

れ
は
唐
で
も
同
じ
事
で
、
唐
の
代
で
は
縱
ひ
正
義
で
易
に
王
弼
、
尚
書
に
孔
安
國
、
論
語
に
何
晏
、
左
傳
に
杜

預
を
取
つ
て
も
、
穴
勝
其
他
を
排
斥
し
た
譯
で
な
い
。
又
大
寶
の
學
令
に
も
、
凡
教
授
正
業
。
周
易
鄭
玄
王
弼

注
。
尚
書
孔
安
國
鄭
玄
注
。
左
傳
服
虔
杜
預
注
。
論
語
鄭
玄
何
晏
注
。
云
々
と
あ
つ
て
其
解
に
「
謂
非
是
一
人

兼
習
二
家
或
鄭
或
王
習
其
一
注
若
有
兼
通
者
既
是
爲
博
達
也
」
と
あ
る
。
結
局
注
家
の
う
ち
に
就
い
て
、
其
一

を
選
べ
ば
よ
ろ
し
か
つ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
制
度
も
全
く
唐
を
眞
似
た
も
の
で
あ
つ
て
、
唐
の
學
制
も
其
通
り

で
あ
る
（
唐
六
典
卷
二
十
一
）
。
然
る
に
、
規
則
は
か
う
で
あ
つ
て
も
、
學
生
の
方
か
ら
云
へ
ば
、
已
に
正
義

と
云
ふ
立
派
な
も
の
が
あ
る
か
ら
、
態
々
艱
深
な
鄭
賈
等
の
注
に
よ
つ
て
本
文
を
研
究
す
る
に
は
及
ば
ぬ
。
一

體
唐
は
詩
賦
文
章
の
時
代
で
、
經
學
の
如
き
肩
の
凝
る
も
の
は
嫌
ひ
で
あ
つ
た
。
つ
ま
り
經
書
を
讀
む
も
試
驗

に
及
第
し
て
官
途
に
出
る
の
が
目
的
で
あ
る
か
ら
、
分
り
易
く
な
つ
て
居
る
正
義
を
通
じ
て
一
通
り
心
得
て
さ

へ
居
れ
ば
よ
い
の
で
、
其
以
外
の
も
の
は
餘
程
世
間
と
遠
ざ
か
つ
た
變
り
も
の
で
な
く
て
は
研
究
せ
な
か
つ
た
。

そ
ん
な
具
合
で
唐
の
時
に
は
、
其
書
は
あ
つ
て
も
、
後
に
亡
ん
で
仕
舞
つ
た
も
の
が
多
い
。
我
國
と
て
も
全
く
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さ
う
で
あ
つ
て
、
唐
人
さ
へ
や
ら
な
い
も
の
を
誰
れ
が
心
血
を
注
い
で
研
究
な
ど
を
し
よ
う
、
そ
れ
よ
り
も
詩

歌
管
弦
の
方
が
餘
程
面
白
か
つ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
あ
る
か
ら
我
國
で
も
正
義
以
外
の
經
書
は
人
の
讀
む
も

の
な
く
、
信
西
入
道
藏
書
目
録
な
ど
に
な
る
と
殆
ん
ど
此
等
の
書
を
載
せ
て
居
な
い
。
結
局
其
時
分
に
は
已
に

散
佚
し
た
事
が
分
る
。
又
藤
原
頼
長
の
如
き
は
當
時
博
覽
を
以
て
稱
せ
ら
れ
、
學
問
に
も
餘
程
骨
を
折
つ
た
人

で
、
台
記
を
見
る
と
一
一
そ
の
讀
ん
だ
書
名
が
載
せ
て
あ
る
が
、
幾
ん
ど
正
義
の
範
圍
を
出
な
い
。
結
局
こ
の

時
代
に
は
已
に
前
に
述
べ
た
る
正
義
以
外
の
も
の
は
な
か
つ
た
事
が
分
る
。
換
言
す
れ
ば
彼
に
流
行
す
る
も
の

は
亦
我
に
も
流
行
し
彼
に
散
佚
し
た
も
の
は
亦
我
に
も
散
佚
す
る
。
書
籍
の
運
命
さ
へ
兩
者
同
一
で
あ
る
。
つ

ま
り
唐
の
學
問
や
學
制
を
採
用
し
た
か
ら
、
其
結
果
も
同
樣
で
あ
つ
た
こ
と
が
分
つ
て
、
中
々
面
白
い
の
で
あ

る
。
第
四
の
點
は
前
に
述
べ
た
事
と
、
少
々
矛
盾
す
る
樣
で
は
あ
る
が
、
或
書
籍
に
よ
る
と
彼
に
散
佚
し
た
も

の
が
我
に
殘
つ
て
ゐ
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
流
行
不
流
行
の
論
で
な
く
、
我
國
で
は
支
那
の
如
く
兵
火
の
厄

が
あ
つ
て
も
、
比
較
的
慘
劇
で
な
い
か
ら
、
縉
紳
の
家
と
か
佛
刹
な
ど
に
傳
へ
ら
れ
た
珍
籍
が
多
い
、
こ
れ
は

申
す
迄
も
な
き
事
な
る
が
、
結
局
こ
れ
を
研
究
す
る
に
は
佐
世
の
書
目
が
必
要
と
な
つ
て
來
る
。
如
何
と
な
れ

ば
こ
れ
に
よ
つ
て
或
書
が
早
く
我
國
に
傳
つ
て
居
た
と
云
ふ
事
を
證
明
す
る
か
ら
で
あ
る
。
近
來
支
那
の
學
者

間
に
此
書
を
矢
釜
敷
云
ふ
樣
に
な
つ
た
の
も
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。

　
予
が
述
べ
た
の
は
、
結
局
こ
の
書
目
は
本
の
一
小
册
子
に
過
ぎ
な
い
け
れ
ど
も
、
經
籍
研
究
の
上
今
尚
實
用

を
な
す
こ
と
多
き
と
同
時
に
、
王
朝
に
於
け
る
漢
學
が
如
何
な
る
状
態
で
あ
つ
た
か
と
云
ふ
事
が
分
る
。
見
樣

に
よ
つ
て
は
中
々
面
白
い
も
の
で
、
唯
書
名
を
羅
列
し
た
乾
燥
無
味
の
目
録
書
の
比
で
は
な
い
。
猶
此
中
に
あ
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る
書
名
に
つ
き
、
こ
れ
を
隋
唐
志
に
考
へ
其
の
存
佚
を
覈
に
し
、
漢
書
藝
文
志
考
證
若
し
く
は
隋
書
經
籍
志
考

證
と
同
樣
の
書
を
作
る
人
が
あ
つ
た
ら
其
學
術
に
稗
益
す
る
こ
と
は
決
し
て
鮮
少
で
な
い
と
思
ふ
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
明
治
四
十
三
年
四
月
、
藝
文
第
一
年
第
一
號
）
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